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在宅歯科医療連携室の主な活動

＊口腔アセスメント相談受付
＊ご本人・ご家族様、病院・施設スタッフへの口腔ケア指導

＊電話相談
＊地域ケア個別会議
＊研修会・イベントへの参加





医療連携室へ電話
訪問申込書をFaｘ

相談内容確認
訪問診療受付

受付の確認を取り
情報提供を行う

依頼者と相談をし訪問日を
決める

アセスメント実施

・ブラッシングや
機脳訓練指導

まずは
お電話を！



講話の様子



参加型資料
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パ・タ・カ・ラ 評価
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お口の体操の
音声ガイド配布
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研修会・イベントへの参加



連携室を活用してのメリット

• 迅速に対応してもらえてありがたい
• 相談窓口があるのでスムーズに導入できた
•

もらえるので助かった
• うまく口腔内の状況を伝えられたので見に来てもらって
助かった

•

するので窓口があると助かる









オーラルフレイルの人の抱えるリスク

20本未満
②滑舌の低下
③噛む力が弱い
④舌の力が弱い
⑤半年前と比べて硬い物が噛みにくくなった
⑥お茶や汁物でむせる

東京大学飯島教授の研究にて





オーラルフレイルへの取り組みによる効果

◇口腔衛生の意識の向上

◇呼吸器疾患の予防（誤嚥性肺炎の予防）

◇口腔機能の維持・回復など（咀嚼機能の改善、摂食嚥下障
害の改善、口腔粘膜の感覚機能改善＝味覚、触感、湿度感覚
などの改善、コミュニケーションの回復）



基本チェックリスト

歯科衛生士の視点



読み取って助言に繋げる（生活機能）

家族や友人との外出機会に口腔が関係しているかもしれません。

などの理由のため外出を控えることがある。

生活機能の低下に口腔が関係していないか探り、原因に直接アプローチする。



読み取って助言に繋げる（運動機能）

わかっています。転倒歴や転倒への不安を抱えている高齢者は大変多いです。

を提案する。

保持がしっかりできるのか確認する。



読み取って助言に繋げる（栄養）

基本チェックリスト⑪⑫
体重減少の原因が口腔・嚥下機能と関係している場合も多くあり、口腔
機能の⑬⑭⑮と合わせて注視する項目です。

・リハビリテーションを効果的に行うためには、たんぱく質を含むバラン
スの良い栄養摂取が必要であり、口腔環境を整える必要があることを提
案する。



ささいな衰えに気づきましょう！

チェック項目⑬⑭⑮を細か
く観察しましょう



読み取って助言に繋げる（閉じこもり）

基本チェックリスト⑯⑰
難聴と同様に、口腔の問題から食事や会話に支障をきたし、閉じこ
もりの要因になることもあります。

閉じこもりの要因に口腔が関係していないか探り、原因に直接アプ
ローチする。



読み取って助言に繋げる（物忘れ）

予防や抑制に大きく関与することがわかっています。

提案する。

軽減されることを提案する。



読み取って助言に繋げる（うつ予防）

食事や会話、口腔衛生等に影響を及ぼすことがあります。

・口腔衛生に対して関心がない、衛生観念が崩れてしまう場合もあります。
促しや声掛けなど家族の介入等を提案する。

・通所サービスを利用している場合はスタッフの口腔ケア介入を提案する。





ご清聴ありがとう

ございました。


